
尾道市職員採用候補者試験（後期）

■試験区分・採用予定人員・受験資格など

■試験日程 ■試験案内・申込書の配布

試 験 区 分 採用予定人員 受 験 資 格 受付期間

初級事務
（職務経験者対象） 1人程度 昭和44年4月2日から昭和55年4月1日までに生まれた人で、民間

企業等で5年以上の実務経験（アルバイト等も可）を有する人

9 月 26 日㈭
8：30 〜17：15

まで（必着）
※土・日・祝日を除く。

初級技術（土木）
（職務経験者対象） 1人程度 昭和 44 年 4 月 2 日から昭和 61 年 4 月1日までに生まれた人

※その他職務経験（アルバイト等も可）や資格等に関する要件あり。

初級事務 2 人程度 平成 10 年 4 月 2 日から平成 14 年 4 月1日までに生まれた人

初級事務
（障害者対象） 1人程度 平成 10 年 4 月 2 日から平成 14 年 4 月1日までに生まれた人

※その他障害に関する要件あり。

初級技術（土木） 1人程度 平成 10 年 4 月 2 日から平成 14 年 4 月1日までに生まれた人

初級技術（土木）
（障害者対象） 1人程度 平成 10 年 4 月 2 日から平成 14 年 4 月1日までに生まれた人

※その他障害に関する要件あり。

消防 7人程度

次のいずれにも該当する人
①平成 6 年 4 月 2 日から平成 14 年 4 月1日までに生まれた人
②尾道市に住居を有する人か概ね1 時間以内に尾道市消防局管内

の最寄りの消防署所に到着できる地域内に居住できる人
③消防業務に必要な体力を有する人

技術員 2 人程度 昭和 49 年 4 月 2 日から平成 14 年 4 月1日までに生まれた人
※その他自動車運転免許等に関する要件あり。

学芸員
（事務兼務） 1人程度 昭和 55 年 4 月 2 日から平成 10 年 4 月1日までに生まれた人

※その他資格等に関する要件あり。

1 次 試 験 最 終 試 験
日　　時 10 月 20 日㈰ 11月下旬〜12月上旬
場　　所 尾道市立大学 尾道市役所
試験内容 筆記試験、体力試験（消防のみ） 面接試験
合格発表 11月 8 日㈮ 12月中旬〜下旬

〒722-8501		尾道市久保一丁目15-1　
職員課（☎0848-38-9342）
http://www.city.onomichi.hiroshima.jp/

　市役所職員課、市役所本庁１階、各支
所などで配布しています。市ホームペー
ジからダウンロードもできます。
※郵送で請求する場合は、封筒の表に
「（試験区分）採用候補者試験用紙請
求」と朱書きし、140円切手を貼った
返信用封筒（角形２号）を同封（※宛
先などを明記）してください。

※受験資格は年齢要件等としており、学歴は問いません。

28 広報おのみち・令和元年9月

■
料
金
や
申
込
方
法
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料
ま
た
は
申
込
不
要
で
す
。 

日
時
・
期
間
　

場
所
　

対
象
　

内
容
　

定
員
　

料
金
　

持
参
物
　

締
切

 

申
込
方
法
・
申
込
先
　

問
い
合
わ
せ
先
　
☎
電
話
　

フ
ァ
ク
ス
　

電
子
メ
ー
ル
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　合併を機に平成20年5月、それまで各地域	
（旧尾道、御調、向島、因島、瀬戸田）で運営され
ていたボランティア連絡協議会を統一し、発足
したのが尾道市ボランティアネットワークです。
ボランティア活動を通じた福祉のまちづくりを推
進、地域福祉の向上と啓発を目指し、市内のボ
ランティア同士の交流活動を通じて福祉意識の
向上を図ることを目的として活動しています。

2年に1度のイベント
「おのみちボラネット交流会“2019”」
　5回目の開催となる今回は、7月13日㈯、市
民活動団体のまちづくり発表会とコラボで開催
し、ボランティア団体だけでなく市民活動団体
など合わせて104人が参加。
　午前は活動報告会が行われ、3団体による発
表がありました。各団体の発表を聞きながら、
参加者からは「活動内容」、「人材」、「活動資
金」、「その他」の4つの項目について、発表団
体に対して質問しました。午後は、NPO法人市
民プロデュース理事長平田隆之さんの進行で、
活動発表した3団体がパネリストとなりシンポ
ジウムを行いました。午前の部で参加者から出
た質問の中から、聞きたいけれどなかなか聞け
ない、「活動資金はどのように調達したの？」や	
「一緒に活動する仲間づくりはどのようにした
の？」などを掘り下げ、平田さんからそれぞれの

団体における今後の活動や、抱えている課題の
解決に向けてアドバイスなどがありました。

他団体との交流が、
「まだまだ頑張ろう！」という活力に
　ボランティアは高齢化しており、主力が60～
70代ですが、参加者からは、「さまざまなグルー
プの活動を知って刺激をもらった」、「自分も頑
張ろうと思った」、「つながることの大切さを知っ
た」といった、前向きな感想が多くありました。
他の団体からの刺激を受けて、「まだまだ頑張ろ
う！」という、活力が出る交流会となりました。

あなたもボランティア、
はじめの一歩踏み出しませんか？
　ボランティア、難しそうって思っていませんか？
活動のはじめの一歩を踏み出してもらえるよう、
尾道市全域のボランティア団体の活動を紹介し
た「ボランティア応援ブック」を作成しています。
地域ごとに紹介していますので、まずは関心のあ
るお近くのボランティア活動にぜひご参加くださ
い。ボランティア活動で一人ひとりの想いを形に
してみませんか。

尾道市社会福祉協議会（☎0848-22-8385）

他団体の活動報告を聞ける貴重な機会

やさしさが
つながる
Series 55

ボランティア活動を通じて福祉意識を向上
尾道市ボランティアネットワーク

　地域の特色を活かした活動をしている人や団体を
ご存じの方は情報をお寄せください。
政策企画課（☎0848-38-9435）
kikaku@city.onomichi.hiroshima.jp
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